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特集 

アテネパラリンピック戦記 

鈴木 徹 

 
 今秋、障害者の最高峰のスポーツ大会であるパ

ラリンピックがアテネで開催されました。私は前

回のシドニー大会に引き続き 2度目のパラリンピ
ックに出場しました。2000 年のシドニー大会は、
1メートル 78センチで 6位という結果でした。自
身としては、1メートル 85センチの自己記録で試
合に臨みましたし、試合を重ねるごとに記録が伸

びていましたので、正直、本番では自己ベストが

でると思っていました。しかし、実際は自己記録

を大きく下回り、惨敗に終りました。敗因として

は、競技場の大きさ、観客の多さ、他言語での競

技進行など何もかもが新しい体験で、小さなパニ

ックを起こしてしまったことにあると思います。

また、シドニー大会は緊張というより圧倒された

感じで、地に足がついておらず、あっという間に

試合が終っていました。 
 シドニーから 4年が経ち、その間のトレーニン
グを積みアテネパラリンピックを迎えました。1
度パラリンピックを経験済みでしたので、現地に

入ってからも自分を見失うことなく、試合までは

リラックスした状態で生活を送ることができてい

ました。食事面は日本にいるときよりも活動量が

減りますので、腹八分を目安にバランスよく摂取

しました。その結果、体重増もなく、体調を崩す

こともありませんでした。フィジカル面は良い状

態で、本番を迎えました。試合当日、会場に入場

してもシドニーのような圧倒された感じはなく、

地に足がついている自分がいました。試合直前に

行われる助走練習や公式練習でもミスはなく、身

体は思うように動いていました。競技が始まり、

私は前回同様、1メートル 75センチから跳び始め
ました。1メートル 75、1メートル 80ともに一回
目で成功し、良い流れにのれると思ったときでし

た。つづく 1メートル 85を失敗し、普段、失敗し
ない高さということもあり動揺しました。それが

マイナスの方へ働いてしまい、修正できないまま

残りの跳躍を続け、残り 2本とも失敗しました。
結果は 1メートル 80センチで 6位でした。私は「こ
んなはずではない。俺は 2メートルを跳びにきた
のだ。」と心中では叫んでおり、ショックを隠しき

れませんでしたが、その反面、自分へのプレッシ

ャーから解き放たれたので、非常にすっきりした

気分になりました。 
 今大会を振り返ると、フィジカル面は完璧だっ

たのですが、テクニカル面に不足があったと思い

ます。自身、現地に入るまでに勝負できる状態ま

でもっていきましたが、日に日に理想とする動き

から崩れていってしまい、本番を迎えた時にはマ

イナスの動きが働いており、理想の動きからはか

け離れていました。勿論、動きが変わってしまっ

たのは私自身の未熟さもありますが、それよりも

2 週間半も前に現地入りさせて、コーチなしで調
整していくというのが問題だと思います。2 週間
半も前に入るのでしたら、オリンピック選手のよ

うに選手村に入村後、近隣国に行き 1試合をふん
だ上で臨むことも可能だと思います。もしそれが

駄目なら、試合日程を考慮した上で入国を前団と

後団に分けるという形もとることができると思い

ます。今回、私は最終日でしたので、日を追うご

と試合を終えた選手が増えていき、運悪く私の部

屋の前にはロビーがあり、そこでは試合の模様を

筑波大学体育科学系紀要 Bull. Inst. Health & Sport Sci., Univ. of Tsukuba 28：141－143, 2005 

 
㈱アイ・エックス・アイ 

 



鈴木 徹 142 

生中継で放映していましたので、試合を終えた選

手はリラックスモードに入り、夜遅くまでテレビ

を観ていました。そんな中、私は試合に向けてモ

チベーションを高めている最中であったので、平

静さを保つのが大変でした。前後団と別れていた

ら前団の選手は帰国していますので、そのような

問題は起きなかったと思います。パラリンピック

日本選手団は資金不足と言われていますが、資金

がないのではなく、無駄使いが多いということだ

と思います。オリンピック選手と同じスーツやジ

ャージを着ているのに、なぜ渡航の面では違って

くるのかが理解できません。勿論、今回の選手団

用に一機チャーターして行ったことは協会にとっ

て安心感はあると思いますが、実際は車椅子の選

手を機内へ運ぶのに陸上のスタッフがどれだけ汗

を流し、立位の選手達はどれだけの時間待たされ

たかという情報はいっていないと思いますので、

誰のための大会かを問いかけたくなりました。 
 前回は、車椅子と立位の選手が別棟で生活をし

ましたが、今回は車椅子の方との共同生活となり

ました。日本の試合や合宿等でも車椅子の選手た

ちと生活をする機会がありませんでしたので、ど

んな苦労があるのかと思っていましたが、パラリ

ンピックに来ている選手だけあって何もかも全て

自分でやっており、気を遣うことがなかったこと

は良かったと思いました。しかし、日を重ねるご

とに車椅子の障害クラスや選手の状況が理解でき、

それは同時に車椅子選手の裏側をみる結果となっ

てしまいました。私の切断のクラスは外見で障害

の区分が決定してしまうので何もできませんが、

車椅子の選手は医師の判断と実際の競技している

状況を見て障害のクラスを決めます。逆に言えば、

実際の競技している状況で力を温存すれば本来の

クラスよりも不利のクラスに振り分けられ、選手

にとっては有利に働くことになるということです。

海外の選手の中にこれを上手く利用した選手がい

ましたが、日本にも数人いたと思います。動く手

にわざと逆の手を補って重度に見せていた選手、

試合で力を温存している選手などがおり、その選

手がメダルをとった時は、本人に「罪悪感はない

のか。」と尋ねたくなったと同時に、その行為は

ドーピングと同じではないかとさえ思いました。 
 オリンピックの競技は男女の 2クラスしかなく、
視聴者にとってみても分かりやすいので、素直に

メダリストを評価できます。しかし、パラリンピ

ックは障害のクラスが多く、クラスによっても競

技レベルが違うのでメダリストだけでは評価しが

たいものであるにも関わらず、メディアはメダリ

ストだけを取り上げているのが現状です。私は現

地に来ていた記者に「各競技のレベルは理解して

いますか。メダリストだけしか評価してもらえな

いのですか。」と尋ねたところ、記者は「競技レベ

ルが分からないので、メダルで評価するしかない

のです。」と言う回答でした。パラリンピックは選

手でさえも評価基準が分かりませんのでメディア

の方のこの意見は適切だと思いました。でも、私

の切断のクラスで今大会優勝するには、100 メー
トル走で 10秒台、走り高跳びでは 2メートルとい
った日本で言うところのインターハイのレベルと

変わらないので、そのクラスで戦っていることに

対しての評価は全くないのが非常に残念です。 
 近年、パラリンピックではメダルの価値を高め

る動きが始まっており、シドニーからアテネまで

に 18種目の種目がなくなりました。そして、次回
の北京大会ではアテネから 50 種目がなくなると
言われています。そうなると、違う障害クラス同

志の統合に始まり、パラリンピックは複雑さを加

速させていくと共に、勝利至上主義が前面に押し
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出されていくと思います。以上のようなことを踏

まえた結果、私は今大会を経験したことで、私の

中でのパラリンピックに対する魅力は薄れました。

記録さえ達していれば、オリンピックの舞台で 1
人の人間として純粋に戦ってみたいのが本心であ

ります。

 




